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中期経営計画の策定に関するお知らせ 
 
当社はこの度、平成 21年 3月期を最終年度とする 3ヵ年中期経営計画を策定いたしましたので、

その内容について下記の通りお知らせいたします。なお、平成 17 年 5 月 31 日に発表いたしまし

た 5 ヵ年「長期経営計画」につきましては、下記に示すような当社を取り巻く事業環境の大きな変

化に対応して、より現実的かつ発展的な 3 ヵ年「中期経営計画」に変更いたしました。 
 

記 
 
１．中期経営計画策定の背景と当社を取り巻く事業環境 

当社は、平成 9 年の創業以来、優良な事業用地を厳選し、プライバシーやセキュリティーをよ

り重視した「サンウッド基準」を制定して、高品質なマンションを適正な価格で提供して参りま

した。その結果、当社物件ご購入の方々から一定の評価を頂き、かつ、完成在庫の長期滞留とい

う事態に陥ることなく、当社業績も堅調に推移してきました。 
このような経緯を踏まえ、また、都心回帰という業界での拡大基調が続くなか、当社としては、

会社設立後１０年という節目を控え、創業理念を忘れることなく、当社の「サンウッド基準」を

堅持し、高品質なマンションを提供することが当社の使命と考え、昨年、5 ヵ年「長期経営計画」

を策定致しました。 
しかしながら、デフレ脱却と相前後しての地価の下げ止まり、特に都心の優良な事業用地価格

の高騰、昨年発生した耐震偽装問題・エレベーター死亡事故に代表されるマンション関連施設・

設備問題等、当社を取り巻く業界の事業環境は、この一年で大きくかつ急激に変化することとな

りました。 
このような環境変化のなか、今後更に不透明感の強い先行きを勘案した場合、当社としては、

5 ヵ年「長期経営計画」を 3 ヵ年「中期経営計画」に変えて当社の創業理念に沿った事業展開を

推進し、手作りの高品質な住宅を安定的かつ持続的に供給していくべきものとの結論に達しまし

たことから、今年度を初年度とする 3 ヵ年「中期経営計画」を策定したものであります。 
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２．対象期間 

平成１９年 3 月期～平成２１年 3 月期の 3 年間 
 
３．中期経営計画達成のための具体的施策 

当社の基本方針は、優良な事業用地を取得し、「サンウッド基準」に基づき、顧客の満足度を

高めた高品質な居住空間を提供していくということであります。この創業以来の基本方針を堅持

していくことは当然でありますが、今回の 3 ヵ年「中期経営計画」を達成するためには以下のよ

うな具体的施策を実施して参ります。 
 
（１） 開発部門における戦略的な人員配置による用地取得の強化ならびに取得候補地域（テ

リトリー）の拡大による保有事業用地の増大 
 

（２） 購入層ニーズの多様化に応えるため、製販一体の特性を生かした、いわゆる当社の「サ

ンウッド基準」の象徴とも言える「プライバシー／セキュリティー重視」に見られる

ような商品企画力の強化・徹底 
 

（３） 当社「サンウッド基準」に基本的に合致した範囲内での共同（J／V）事業への積極的

な参画 
 
４．具体的な経営数値目標（連結ベース） 

（単位：百万円） 
 平成 19 年 3 月期予想

（計画初年度） 
平成 20 年 3 月期目標

（計画第 2 年度） 
平成 21 年 3 月期目標

（計画最終年度） 
売上高 １１，１００ １６，５００ ３１，０００ 

売上総利益 ２，１６０ ２，８００ ６，５００ 

営業利益 ５９３ １，０００ ４，５００ 

経常利益 １９４ ５００ ３，９００ 

 
以上 

 
＜ご注意＞ 

上記に記載した目標ならびに予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見

通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、様々な要因により、上記

予想数値と異なる結果となる可能性があることをご承知おき下さい。 
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